
明
治
初
年
に
海
軍
大
医
監
と
し
て
海
軍
軍
医
部
の
創
立
と
そ
の
運
営
に
力
を
つ
く
し
た
奥
山
虎
炳
に
つ
い
て
は
、
諸
書
に
散
見
さ
れ
る
程

度
の
と
ぼ
し
い
史
料
し
か
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
れ
に
ふ
れ
た
論
文
は
存
在
し
て
い
な
い
・

私
は
奥
山
虎
炳
の
孫
に
あ
た
る
奥
山
虎
二
氏
か
ら
奥
山
氏
系
図
を
披
見
す
る
機
会
を
あ
た
え
ら
れ
、
諸
書
に
散
見
さ
れ
る
史
料
を
渉
猟
し
、

奥
山
虎
炳
の
生
涯
の
一
斑
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
こ
こ
に
報
告
す
る
。

奥
山
氏
系
図
に
み
る
虎
炳
の
記
述
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

ト
ラ
ア
キ
ラ

虎
炳
、
元
仲
ノ
長
男
、
肥
前
長
崎
二
生
ル
、
母
ハ
福
島
篤
子
、
慶
応
年
間
旧
政
府
ョ
リ
擢
レ
テ
陸
軍
医
官
ト
ナ
リ
富
士
見
宝
蔵
番
格
ト

ナ
リ
ニ
拾
人
扶
持
ヲ
賜
ル
、
程
ナ
ク
表
番
医
師
格
二
進
ミ
、
廩
米
百
俵
ヲ
賜
ル
、
明
治
元
年
、
大
学
大
助
教
ト
ナ
リ
大
学
東
校
病
院
專

（
マ
マ
）

務
、
同
四
年
海
軍
省
六
等
出
仕
、
病
院
専
務
、
累
進
シ
テ
海
軍
軍
大
監
二
進
ミ
、
従
五
位
二
叙
セ
ラ
ル
、
同
九
年
故
ア
リ
退
官
、
復
出

そ
の
出
自

は
じ
め
に

海
軍
大
医
監
奥
山
虎
炳
（
一
八
四
○
’
一
九
二
六
）

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
一
巻
第
三
号

平
成
七
年
九
月
二
十
日
発
行

深
瀬
泰
旦

平
成
七
年
三
月
二
十
五
日
受
付

平
成
七
年
五
月
二
十
五
日
受
理
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デ
ズ
、
同
三
十
八
年
父
元
仲
没
シ
、
単
身
戸
主
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
再
上
実
父
ノ
跡
ヲ
襲
上
、
虎
炳
ノ
家
名
ヲ
廃
絶
ス
、
一
男
一
女
ヲ
挙
グ
、

男
雄
太
郎
、
女
瓊
子
、
大
正
十
五
年
十
月
十
三
日
卒
ス
、
享
年
八
十
七
歳
、
法
名
瑞
光
院
釈
開
悟
居
士

奥
山
虎
炳
は
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
に
八
七
歳
で
没
し
た
と
あ
る
の
で
、
逆
算
す
る
と
天
保
二
年
（
一
八
四
○
）
生
ま
れ
と
な
る
。

（
１
）

系
図
に
は
生
年
月
日
の
記
載
は
な
い
が
、
『
帝
国
医
鑑
」
（
明
治
四
三
年
）
に
よ
り
天
保
二
年
一
月
八
日
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
を
し
り
え
た
。

虎
炳
の
父
元
仲
、
祖
父
直
情
は
、
と
も
に
出
羽
国
上
山
藩
の
藩
医
で
あ
る
。
そ
の
長
男
が
長
崎
で
出
生
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
父
元
仲
が

長
崎
に
居
を
か
ま
え
て
い
た
と
き
に
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
元
仲
が
長
崎
留
学
中
に
長
男
を
も
う
け
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

系
図
を
さ
ら
に
逆
の
ぼ
る
と
、
奥
山
氏
の
祖
奥
山
修
理
清
隆
は
甲
斐
国
奥
山
の
生
ま
れ
で
あ
る
と
い
う
。
奥
山
は
桂
川
の
支
流
で
あ
る
葛

（
２
）

野
川
の
右
岸
、
お
よ
び
浅
利
川
の
沿
岸
に
位
置
し
て
お
り
、
現
在
は
山
梨
県
大
月
市
に
属
し
て
い
る
。
『
甲
斐
国
志
』
に
は
文
化
初
年
で
す
ら

戸
数
八
二
、
人
口
三
四
二
の
山
奥
の
寒
村
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
系
図
に
い
う
「
甲
州
奥
山
之
郷
千
戴
百
石
」
と
い
う
の
は
、
に
わ
か
に
信
じ

清
隆
の
曽
孫
に
あ
た
る
清
秀
が
、
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
四
月
に
時
の
上
山
藩
主
土
岐
山
城
守
頼
行
に
百
石
で
召
し
か
か
え
ら
れ
た
。
こ

れ
が
奥
山
氏
と
上
山
藩
と
の
初
め
て
の
出
会
い
で
あ
る
。

清
春
の
代
に
な
っ
て
一
旦
は
禄
を
は
な
れ
て
、
手
習
や
剣
術
の
師
範
に
な
っ
た
（
元
禄
四
年
）
が
、
元
禄
一
○
年
（
一
六
九
七
）
藤
井
松
平

氏
信
通
が
入
部
の
の
ち
ふ
た
た
び
上
山
藩
に
仕
え
、
御
持
筒
役
を
つ
と
め
た
。

（
３
）

清
春
の
曽
孫
玄
育
の
代
に
な
っ
て
は
じ
め
て
医
師
と
し
て
藩
に
つ
か
え
、
こ
こ
に
藩
医
奥
山
氏
が
誕
生
し
た
。
こ
れ
以
後
四
世
の
孫
虎
炳

に
い
た
る
ま
で
、
藩
医
と
し
て
上
山
藩
に
つ
か
え
た
。

と
ら
た
か

虎
炳
の
父
元
仲
は
耕
助
、
あ
る
い
は
虎
位
と
い
っ
た
。
文
化
七
年
二
八
一
○
）
八
月
六
日
の
生
ま
れ
で
、
藩
校
天
輔
館
（
の
ち
明
新
館
と

（
４
）

改
称
）
の
主
事
と
な
っ
た
。
「
專
ラ
漢
学
ヲ
教
授
ス
」
る
藩
校
の
教
師
に
就
任
し
た
わ
け
で
あ
る
。
系
図
か
ら
は
元
仲
が
藩
校
の
教
師
に
就
任

し
た
事
実
し
か
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
明
治
二
年
六
月
二
二
日
の
触
耆
き
に
よ
っ
て
、
奥
山
元
仲
が
「
芝
赤
羽
根
」
の
自
宅
を
種
痘
所

が
た
い
・
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奥
山
虎
炳
は
明
治
二
年
ま
で
は
奥
山
玄
省
と
名
の
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
項
と
次
項
で
は
玄
省
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

幕
末
に
創
設
さ
れ
た
歩
兵
組
に
つ
い
て
は
、
兵
制
史
の
側
面
か
ら
の
研
究
は
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
附
属
し
た
歩
兵
屯
所
附
医
師
に
つ
い

（
９
）
（
、
）

て
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
さ
き
に
私
は
屯
所
附
医
師
と
し
て
の
手
塚
良
仙
と
手
塚
良
斎
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
歩
兵

（
Ⅱ
）

屯
所
附
医
師
一
○
一
名
に
つ
い
て
も
そ
の
動
静
を
ま
と
め
て
報
告
し
た
。

（
辺
）

こ
の
さ
い
に
利
用
し
た
史
料
に
、
手
塚
良
斎
の
「
医
学
所
御
用
留
』
な
る
写
本
が
あ
る
。
医
学
所
医
師
で
あ
っ
た
手
塚
良
斎
が
、
歩
兵
屯

所
出
役
を
命
ぜ
ら
れ
た
文
久
三
年
三
月
一
三
日
か
ら
筆
を
お
こ
し
、
慶
応
四
年
四
月
ま
で
の
満
五
年
に
わ
た
る
歩
兵
屯
所
に
お
け
る
活
動
記

録
で
あ
る
。
題
余
、
扉
と
も
『
医
学
所
御
用
留
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
内
容
は
も
っ
ぱ
ら
歩
兵
屯
所
附
医
師
と
し
て
の
勤
務
日
誌
で
、
屯
所

医
師
の
動
静
が
く
わ
し
く
し
る
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）

出
張
所
と
し
て
種
痘
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
他
の
四
カ
所
の
出
張
所
の
医
師
が
い
ず
れ
も
お
玉
ヶ
池
種
痘
所
と
関
係
を
有
し

て
い
た
よ
う
に
、
元
仲
も
お
玉
ヶ
池
種
痘
所
創
立
に
あ
た
っ
て
資
金
を
提
供
し
た
八
三
名
の
中
の
一
人
で
あ
る
。

元
仲
は
明
治
三
八
年
一
月
八
日
、
九
六
歳
で
病
残
し
た
。

け
い

虎
炳
は
「
ト
ラ
ァ
キ
ラ
」
と
よ
む
。
系
図
に
よ
れ
ば
こ
の
他
に
「
瓊
太
郎
」
、
「
省
吾
」
が
あ
り
、
前
者
は
幼
名
で
の
ち
省
吾
と
あ
ら
た
め
、

（
６
）

医
師
に
な
っ
て
か
ら
は
「
玄
省
」
あ
る
い
は
「
元
省
」
と
名
の
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
「
ゲ
ン
セ
イ
」
と
よ
む
の
が
正
し
い
。

（
７
）
（
８
）

明
治
二
年
三
月
お
よ
び
五
月
の
「
医
師
姓
名
」
に
は
玄
省
と
あ
り
、
明
治
二
年
一
二
月
の
『
職
員
録
』
に
は
虎
炳
と
あ
る
の
で
、
こ
の
こ

ろ
玄
省
か
ら
虎
炳
へ
改
名
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

歩
兵
屯
所
医
師
と
し
て
の
玄
省
（
虎
炳
）

そ
の
姓
名
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『
医
学
所
御
用
留
』
に
の
る
奥
山
玄
省
の
身
分
は
、
「
松
平
山
城
守
家
来
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
山
城
守
の
官
名
を
も
つ
松
平
氏
は
、
「
寛

（
田
）

政
重
修
諸
家
譜
」
に
よ
る
と
、
藤
井
松
平
を
は
じ
め
、
形
原
松
平
、
元
久
松
松
平
、
能
見
松
平
、
松
平
信
綱
流
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
の
う
ち

藤
井
松
平
は
元
禄
一
○
年
に
備
中
庭
瀬
か
ら
出
羽
上
山
に
入
部
し
た
松
平
信
通
の
流
れ
く
む
上
山
藩
主
松
平
山
城
守
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
奥
山
玄
省
が
上
山
藩
医
で
あ
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
慶
応
元
年
五
月
の
条
に
、
奥
山
玄
省
は
手
塚
良
仙
ら
と
と
も
に
、
「
歩
兵
屯
所
附
御
抱
医
師
富
士
見
御
宝
蔵
番
格
」
に
お
お
せ
つ
け
ら

れ
た
む
ね
の
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
は
さ
き
に
あ
げ
た
系
図
の
記
述
と
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

系
図
に
あ
る
「
慶
応
年
間
旧
政
府
ョ
リ
擢
レ
テ
陸
軍
医
官
ト
ナ
リ
」
と
あ
る
「
旧
政
府
」
と
は
も
ち
ろ
ん
徳
川
幕
府
で
あ
り
、
「
陸
軍
医
官
」

と
は
歩
兵
屯
所
附
医
師
を
さ
す
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

以
下
『
医
学
所
御
用
留
」
か
ら
奥
山
玄
省
関
係
の
記
事
を
摘
記
す
る
。

九
月
廿
九
日
（
文
久
三
年
）
御
増
人
被
仰
付
：
．
…
松
平
山
城
守
家
来
奥
山
玄
省
…
：
．
歩
兵
屯
所
附
医
師
御
雇
被
仰
付
（
三
丁
ォ
）

十
二
月
廿
七
日
御
上
洛
有
之
尤
御
浜
ョ
リ
御
乗
船
之
事
、
歩
兵
局
御
供
被
仰
付
：
。
：
．
西
下
医
師
：
。
：
奥
山
玄
省
…
…
尤
正
月
十
一
十
二

十
三
十
四
之
四
日
二
出
立
之
事
、
其
刷
御
手
当
左
之
如
し
一
御
手
当
金
十
両
月
々
五
両
シ
シ
被
下
奥
山
元
省
（
三
丁
ゥ
）

十
月
（
文
久
三
年
）
西
丸
下
屯
所
二
於
テ
小
出
播
磨
守
殿
被
申
渡
候
趣
…
：
当
月
ョ
リ
四
ヶ
所
場
所
持
二
相
定
可
申
…
：
。
左
之
通
持
場

ノ
取
極
リ
御
頭
衆
連
名
ニ
テ
一
統
江
達
し
有
之
・
・
…
西
下
詰
奥
山
元
省
（
四
丁
オ
）

六
月
十
日
（
元
治
元
年
）
西
下
一
大
隊
小
出
播
磨
守
、
城
織
部
殿
帰
府
二
相
成
奥
山
元
省
附
添
帰
着
（
六
丁
ゥ
）

十
一
月
廿
三
日
大
手
前
一
大
隊
平
岡
四
郎
兵
衛
殿
頭
と
し
て
長
州
辺
出
張
附
添
医
師
為
取
締
戸
塚
静
甫
被
仰
付
：
、
…
外
二
越
山
友
仙
、

（
マ
マ
）

子
五
月
…
…
左
之
平
勤
之
人
名
屯
所
附
御
抱
医
師
被
仰
付
、
富
士
見
御
宝
蔵
番
格
之
事
、
…
・
・
・
奥
山
元
省
・
…
：
（
一
四
丁
ォ
）

五
月
十
八
日
御
進
発
御
供
と
し
て
大
手
前
附
・
…
・
・
奥
山
玄
省
：
…
・
出
立
之
事
（
一
七
丁
オ
）

十
一
月
廿
三
日
大
手
前
一
大
隊
平

奥
山
元
省
被
仰
付
候
事
（
九
丁
オ
）
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五
月
十
七
日
奥
山
元
省
事
取
締
介
被
仰
付
候
事
（
八
六
丁
ウ
）

芝
赤
羽
根
奥
山
元
省
（
九
○
丁
ウ
）

正
月
廿
二
日
（
慶
応
四
年
）
：
…
・
奥
山
元
省
…
…
右
帰
府
可
申
候
事
（
九
九
丁
オ
）

奥
山
玄
省
が
歩
兵
屯
所
附
医
師
に
就
任
し
た
の
は
、
文
久
三
年
二
八
六
三
）
九
月
二
九
日
で
あ
る
。
文
久
三
年
二
月
歩
兵
組
の
兵
営
と
し

て
の
歩
兵
屯
所
が
西
丸
下
と
大
手
前
に
お
か
れ
、
同
年
五
月
に
は
小
川
町
、
七
月
に
は
三
番
町
に
新
設
さ
れ
て
都
合
四
カ
所
に
な
っ
た
。
手

塚
良
斎
ら
二
名
の
医
師
が
屯
所
附
医
師
に
就
任
し
た
当
初
は
、
そ
の
勤
務
は
一
カ
月
交
代
の
輪
番
で
各
屯
所
を
担
当
し
た
が
、
病
兵
の
治

療
に
不
都
合
だ
と
い
う
理
由
で
、
一
○
月
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
屯
所
に
医
師
を
専
属
さ
せ
る
よ
う
に
変
更
に
な
っ
た
。
そ
の
さ
い
玄
省
は
西
丸

六
月
廿
八
日
左
之
通
り
御
達
有
之
候
事
：
…
小
川
丁
歩
兵
方
附
奥
山
玄
省
…
…
右
之
通
持
場
所
相
心
得
候
様
可
相
達
候
（
一
九
丁
オ
）

十
一
月
十
二
日
六
十
日
分
旅
御
扶
持
方
江
戸
出
立
ョ
リ
六
十
日
分
・
…
：
奥
山
玄
省
：
：
：
十
二
月
朔
相
渡
し
候
事
（
四
二
丁
ウ
）

慶
応
二
寅
年
正
月
元
日
朝
五
ッ
時
登
城
、
於
大
広
間
年
首
為
御
礼
、
四
シ
半
時
出
御
御
目
見
被
仰
付
候
事
、
但
シ
陣
羽
織
着
用
之
事
、

冨
士
見
格
：
…
・
奥
山
元
省
・
…
・
・
同
刻
御
見
仕
候
事
（
四
七
丁
ウ
）

二
月
三
日
奥
山
玄
省
門
人
浜
田
秀
齋
病
気
之
処
、
養
生
不
相
計
死
去
候
段
御
届
書
差
い
た
し
候
事
（
五
○
丁
オ
）

奥
山
玄
省
門
人
浜
田
秀
斎
死
去
二
付
、
右
代
り
青
木
貫
司
手
伝
被
相
勤
候
様
、
伊
勢
守
殿
以
書
付
被
仰
渡
候
事
（
五
三
丁
オ
）

三
月
十
九
日
本
月
分
御
手
当
九
両
卜
十
匁
受
取
井
二
・
…
・
・
奥
山
…
…
分
同
数
（
五
三
丁
オ
）

…
…
小
川
町
歩
兵
方
附
奥
山
元
省
右
之
通
持
場
割
相
心
得
候
様
可
被
相
達
候
・
：
…
六
月
廿
八
日
…
…
（
七
三
丁
ウ
）

改
正
御
医
師
惣
人
名
…
．
：
冨
士
見
格
御
抱
医
師
。
：
…
奥
山
玄
省
．
：
。
：
（
七
六
丁
オ
）

（
マ
マ
）

二
月
四
日
（
慶
応
三
年
）
奥
山
元
省
附
属
小
川
町
一
大
隊
帰
二
相
成
候
事
（
八
五
丁
オ
）

西
丸
下
二
大
隊
上
京
仰
付
附
属
奥
山
元
省
：
。
…
之
四
人
被
付
候
事
、
出
立
ハ
五
月
十
五
日
十
六
日
十
七
日
十
八
日
之
四
日
二
出
立
之
事

（
八
六
丁
オ
）
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文
久
三
年
八
月
一
八
日
の
政
変
に
よ
っ
て
、
公
武
合
体
派
が
政
局
の
主
導
権
を
に
ぎ
っ
た
が
、
公
武
合
体
体
制
を
さ
ら
に
強
固
な
も
の
に

す
る
た
め
、
将
軍
家
茂
は
第
二
回
目
の
上
洛
の
途
に
つ
い
た
。
す
な
わ
ち
文
久
三
年
一
二
月
二
七
日
、
家
茂
は
浜
御
殿
か
ら
海
路
江
戸
を
出

立
し
た
。
歩
兵
奉
行
溝
口
伊
勢
守
勝
如
が
総
指
揮
官
と
な
り
、
歩
兵
組
千
六
百
人
が
こ
ち
ら
は
陸
路
上
洛
の
途
に
の
ぼ
っ
た
。
西
丸
下
歩
兵

組
に
し
た
が
っ
て
、
奥
山
玄
省
は
手
塚
良
仙
ら
と
と
も
に
、
翌
文
久
四
年
正
月
二
日
か
ら
一
四
日
に
か
け
て
江
戸
を
発
進
し
た
。

第
一
回
の
上
洛
（
文
久
三
年
三
月
）
と
は
こ
と
な
っ
て
、
今
回
は
右
大
臣
の
宣
下
が
あ
る
な
ど
、
家
茂
は
朝
廷
か
ら
手
厚
い
接
遇
を
う
け
て
、

ふ
た
た
び
海
路
を
と
っ
て
五
月
二
一
日
朝
五
ッ
、
浜
御
殿
に
到
着
し
た
。
歩
兵
組
も
続
々
と
東
下
し
て
、
奥
山
玄
省
は
六
月
一
○
日
西
丸
一

下
屯
所
に
配
属
さ
れ
た
。
そ
の
後
玄
省
の
所
属
は
何
度
か
変
更
さ
れ
、
大
手
前
、
小
川
町
そ
し
て
ふ
た
た
び
西
丸
下
に
所
属
し
た
様
子
が
み

慶
応
元
年
二
八
六
五
）
五
月
一
六
日
、
将
軍
家
茂
は
家
康
ゆ
か
り
の
陣
羽
織
を
着
用
し
て
、
き
ら
び
や
か
な
供
ぞ
ろ
え
で
江
戸
を
発
進

（
皿
）

し
た
。
す
な
わ
ち
第
二
次
長
州
征
伐
の
進
発
で
あ
る
。

奥
山
玄
省
は
将
軍
進
発
に
お
く
れ
る
こ
と
二
日
の
五
月
一
八
日
に
、
大
手
前
歩
兵
組
の
附
添
と
し
て
江
戸
を
出
発
し
た
。
大
坂
に
到
着
し

た
日
は
あ
き
ら
か
で
な
い
が
、
歩
兵
屯
所
医
師
取
締
と
し
て
こ
れ
に
参
加
し
た
手
塚
良
斎
は
、
江
戸
を
閨
五
月
四
日
に
出
発
し
、
大
坂
に
は

（
脂
）

六
月
二
二
日
に
到
着
し
て
い
た
と
の
記
述
が
あ
る
。

手
塚
良
斎
は
大
坂
上
本
町
八
丁
目
寺
町
の
源
光
寺
内
の
病
院
を
旅
宿
と
さ
だ
め
、
任
務
を
開
始
し
た
。
東
寺
町
の
全
慶
寺
を
は
じ
め
い
く

つ
か
の
寺
院
が
病
院
と
し
て
使
用
さ
れ
た
が
、
玄
省
の
大
坂
で
の
旅
宿
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
・

年
が
あ
け
慶
応
二
年
二
八
六
六
）
の
元
旦
を
む
か
え
て
、
玄
省
は
朝
五
シ
大
坂
城
に
登
城
し
、
四
シ
半
大
広
間
に
お
い
て
将
軍
家
茂
に
お

（
旧
）
（
Ⅳ
）

目
見
え
が
か
な
い
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
を
言
上
し
た
。

大
坂
を
拠
点
と
し
て
歩
兵
組
の
広
島
方
面
へ
の
出
陣
は
、
慶
応
元
年
か
ら
三
年
に
か
け
て
い
く
度
か
み
ら
れ
る
が
、
奥
山
玄
省
の
動
静
に

大
隊
と
と
も
に
帰
府
し
た
。

ら
れ
る
。
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つ
い
て
は
、
「
医
学
所
御
用
留
」
に
記
録
が
み
ら
れ
な
い
。

大
坂
在
陣
中
の
将
軍
家
茂
が
城
内
で
脚
気
の
た
め
死
亡
し
、
長
州
征
伐
は
完
全
な
失
敗
に
お
わ
っ
て
撤
兵
が
は
じ
ま
っ
た
。
手
塚
良
斎
は

慶
応
二
年
一
○
月
一
二
日
に
、
三
番
町
、
小
川
町
の
病
兵
二
九
名
を
ひ
き
つ
れ
て
江
戸
に
帰
着
し
た
が
、
玄
省
が
江
戸
の
土
を
ふ
ん
だ
の

は
、
そ
れ
よ
り
は
る
か
後
の
慶
応
三
年
二
月
四
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

家
茂
の
死
去
に
よ
り
慶
喜
が
将
軍
職
に
つ
き
、
政
治
の
中
心
は
京
都
に
う
つ
っ
て
将
軍
も
京
都
や
大
坂
に
滞
在
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
守

護
を
任
務
と
す
る
歩
兵
組
は
東
海
道
を
せ
わ
し
く
往
来
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
玄
省
は
五
月
一
七
日
、
歩
兵
屯
所
医
師
取
締
介
に
昇
進
し
、

屯
所
附
医
師
一
○
一
名
の
う
ち
、
役
付
医
師
（
取
締
と
取
締
介
）
に
昇
進
し
た
の
は
、
手
塚
良
斎
、
戸
塚
静
甫
、
吉
田
策
庵
、
高
島
祐
啓
、

山
本
長
安
、
手
塚
良
仙
、
安
井
元
達
と
玄
省
の
八
名
に
す
ぎ
な
い
・

奥
山
玄
省
ら
は
大
坂
滞
在
中
に
大
政
奉
還
の
日
を
む
か
え
、
二
條
城
へ
の
総
出
仕
を
命
ぜ
ら
れ
、
翌
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
正
月
一
三
日
９

に
戸
塚
静
甫
ら
二
名
の
医
師
と
と
も
に
帰
府
し
た
。

翌
一
八
日
江
戸
を
た
っ
て
西
上
し
た
。

玄
省
が
ど
こ
で
、
誰
に
つ
い
て
医
学
を
学
ん
だ
の
か
、
現
在
ま
で
の
史
料
か
ら
は
ご
く
わ
ず
か
し
か
し
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

『
医
学
所
御
用
留
』
は
、
そ
の
医
師
が
漢
蘭
ど
ち
ら
の
医
学
に
属
し
て
い
る
か
を
明
記
し
て
い
な
い
が
、
配
属
の
状
況
か
ら
あ
る
程
度
の
推

測
は
で
き
る
。
さ
ら
に
父
玄
仲
が
長
崎
に
遊
学
し
た
と
系
図
に
あ
り
、
ま
た
お
玉
ヶ
池
種
痘
所
の
発
足
に
あ
た
っ
て
そ
の
設
立
資
金
を
拠
出

し
た
八
三
名
の
藺
方
医
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
玄
省
が
藺
方
を
学
ん
だ
医
師
で
あ
る
と
断
定
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い

（
鵬
）

と
思
う
。
し
か
し
「
上
山
郷
土
史
』
に
あ
る
玄
仲
が
「
藺
人
シ
ー
ボ
ル
ト
に
就
き
洋
医
を
研
究
し
」
と
あ
る
の
は
、
玄
仲
の
長
崎
遊
学
が
天

保
二
年
（
一
八
四
○
）
ご
ろ
Ｉ
玄
省
の
出
生
の
前
後
Ｉ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
に
わ
か
に
信
じ
が
た
い
。

玄
省
（
虎
炳
）
の
医
学
・
語
学
伝
習
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官
医
及
諸
藩
医
悉
皆
雲
散
実
。
予
亦
在
員
中
遂
二
不
視
及
先
生
親
把
二
神
七
一
奏
二
聖
功
一
之
技
価
。
此
実
千
歳
遺
感
也
。
然
今
覧
二
其
説
一

想
二
其
技
一
三
百
里
外
枕
。
耳
聞
一
其
説
一
而
目
視
二
其
技
一
不
亦
快
乎
哉
。
先
生
身
長
体
痩
齢
四
十
有
三
．
為
し
人
温
厚
淳
朴
諄
レ
人
不
レ
倦
。

位
居
二
第
一
等
医
員
一
．
其
学
術
超
絶
技
術
精
妙
非
下
予
輩
所
上
し
得
二
而
窺
測
一
也
。

癸
亥
仲
秋
奥
山
元
省
記

本
書
が
文
久
三
年
六
月
、
長
崎
養
生
所
に
お
い
て
ボ
ー
ド
イ
ン
が
お
こ
な
っ
た
講
義
の
翻
訳
で
あ
る
こ
と
は
、
賊
文
の
前
書
き
に
よ
っ
て

し
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
本
書
の
内
容
に
た
ち
い
る
こ
と
は
さ
け
て
、
玄
省
の
賊
文
に
つ
い
て
考
察
を
く
わ
え
た
い
。

尊
王
撰
夷
派
の
圧
力
に
よ
っ
て
、
徳
川
幕
府
は
穰
夷
開
始
の
期
日
決
定
を
せ
ま
ら
れ
、
そ
の
日
を
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
五
月
一
○
日
と

つ
ぎ
に
玄
省
の
長
崎
遊
学
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
『
上
山
郷
土
史
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
マ
マ
）
（
蛆
）

佐
倉
藩
医
佐
藤
泰
然
に
就
き
医
学
を
学
び
、
更
に
肥
前
長
崎
に
到
り
、
藺
医
「
ボ
ー
ド
エ
ン
」
に
随
ひ
医
術
を
深
究
す
。

ボ
ー
ド
イ
ン
が
オ
ラ
ン
ダ
医
学
伝
習
の
た
め
来
日
し
た
の
は
文
久
二
年
（
一
八
六
三
九
月
で
あ
り
、
慶
応
二
年
二
八
六
六
）
二
一
月
の

離
日
ま
で
、
長
崎
に
お
い
て
近
代
的
教
育
法
に
の
っ
と
っ
て
近
代
医
学
を
教
授
し
、
そ
の
後
も
ふ
た
た
び
三
た
び
来
日
し
た
こ
と
は
周
知
の

事
実
で
あ
る
。
玄
省
が
歩
兵
屯
所
附
医
師
に
就
任
し
た
の
は
、
さ
き
に
も
の
べ
た
と
お
り
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
九
月
な
の
で
、
こ
れ
に
先

だ
っ
て
長
崎
遊
学
の
機
会
を
も
つ
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
。

ボ
ー
ド
イ
ン
が
長
崎
で
お
こ
な
っ
た
コ
レ
ラ
に
つ
い
て
の
口
述
訳
稿
が
あ
る
。
新
潟
医
学
校
長
竹
山
屯
の
「
医
事
雑
記
」
に
収
載
さ
れ
て

（
加
）

い
る
「
ボ
ー
ド
ヱ
ン
先
生
口
述
」
の
見
出
し
を
も
つ
記
事
が
そ
れ
で
、
コ
レ
ラ
の
原
因
、
症
状
、
治
療
に
つ
い
て
簡
潔
に
し
る
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
賊
文
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

右
文
久
三
亥
六
月
和
蘭
第
一
等
医
官
ボ
ー
ド
ヱ
ン
於
嵜
陽
養
生
公
館
伝
習
ス
抜
言

較
二
朋
百
氏
古
列
刺
治
準
一
無
一
一
甚
逵
庭
一
・
但
説
二
病
原
病
症
｜
精
精
及
用
二
越
列
幾
的
児
女
灼
法
一
是
為
異
耳
。
今
葱
五
月
官
奉
外
夷
拒
絶

較
二
朋
百
氏
古
列
刺
治
準
一
無
一
一
》

之
命
遂
辞
暴
度
印
氏
伝
習
於
是
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こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
奥
山
玄
省
は
長
崎
医
学
伝
習
に
く
わ
わ
っ
て
い
な
が
ら
、
ボ
ー
ド
イ
ン
の
講
義
や
臨
床
実
習
に
参
加
す
る

（
別
ａ
）

機
会
を
う
し
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
玄
省
が
長
崎
に
留
学
し
て
い
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
が
、
ボ
ー
ド
イ
ン
の
指
導
を
う

け
て
い
な
い
こ
と
も
ま
た
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
玄
省
が
「
此
実
二
千
載
ノ
遺
感
ナ
リ
」
と
の
べ
て
い
る
心
境
は
充
分
理
解
で
き
る
。

佐
藤
泰
然
の
順
天
堂
へ
の
入
塾
に
つ
い
て
は
、
『
順
天
堂
史
』
に
つ
い
て
門
人
関
係
を
調
査
し
た
が
、
玄
省
の
名
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な

（
皿
）

す
る
こ
と
を
布
告
し
た
。
こ
れ
が
「
今
葱
二
五
月
官
外
夷
拒
絶
ノ
命
」
で
あ
る
。
し
か
し
当
の
幕
府
も
こ
れ
を
実
行
し
よ
う
と
す
る
意
志
は

も
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
到
底
実
行
で
き
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
賊
文
を
み
る
か
ぎ
り
、
こ
の
布
告
に
も
と
づ
い
て

ボ
ー
ド
イ
ン
の
講
義
は
中
止
に
お
い
こ
ま
れ
、
そ
の
結
果
長
崎
に
留
学
し
て
い
た
幕
府
や
諸
藩
の
医
師
は
、
長
崎
を
あ
と
に
各
地
に
散
っ
て

か
つ
た
。

と
解
釈
し
て
よ
い
。

い
っ
た
と
い
シ
フ
。

で
い
る
。

そ
の
時
期
は
不
明
な
が
ら
幼
に
し
て
父
に
し
た
が
っ
て
江
戸
に
で
て
、
第
二
代
大
学
頭
林
復
斎
（
号
蕊
漬
）
の
門
に
は
い
っ
た
と
い
う
。

こ
れ
は
昌
平
費
へ
入
学
し
た
、
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
つ
い
で
安
積
艮
斎
、
安
井
息
軒
と
い
う
名
だ
た
る
儒
学
者
か
ら
漢
学
を
学
ん

『
上
山
郷
土
史
』
に
は
玄
省
が
医
学
の
道
に
は
い
る
以
前
の
漢
学
や
蘭
学
の
学
習
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
し
る
さ
れ
て
い
る
。

幼
時
父
玄
仲
に
随
ひ
東
上
し
て
林
蘓
漬
（
小
林
家
）
の
塾
に
学
び
、
転
じ
て
安
積
艮
斎
、
安
井
息
軒
の
門
に
入
る
。
弱
冠
藺
語
を
家
庭
に

こ
の
漢
学
の
基
礎
の
上
に
、
ま
ず
父
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
語
の
手
ほ
ど
き
を
う
け
た
。
父
玄
仲
が
そ
れ
だ
け
の
藺
語
の
知
識
を
も
っ
て
い
た
、

つ
い
で
『
上
山
郷
土
史
』
は
、
さ
ら
に
堀
達
之
助
に
つ
い
て
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
ん
だ
と
の
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
い
さ
さ
か
吟

（
肥
）

修
め
、
藺
語
を
堀
達
之
助
に
受
く
。
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嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
ア
メ
リ
カ
東
印
度
艦
隊
司
令
官
マ
シ
ュ
！
ペ
リ
ー
来
航
の
折
に
も
通
訳
を
つ
と
め
、
翌
年
三
月
日
米
和
親
条
約

締
結
に
あ
た
っ
て
は
、
主
席
通
詞
の
座
は
森
山
栄
之
助
に
ゆ
ず
っ
た
も
の
の
、
条
約
文
の
翻
訳
に
し
た
が
っ
て
い
る
。

下
田
在
勤
中
に
ふ
と
し
た
こ
と
か
ら
官
憲
の
疑
い
を
う
け
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
か
ら
安
政
六
年
ま
で
、
小
伝
馬
町
の
獄
に
つ
な
が
れ

る
と
い
う
苦
い
経
験
を
し
た
こ
と
も
あ
る
。
著
書
調
所
総
裁
古
賀
謹
一
郎
の
尽
力
に
よ
っ
て
出
獄
が
か
な
い
、
同
所
の
翻
訳
方
に
就
任
し
た
。

そ
の
後
開
成
所
教
授
に
昇
進
し
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
は
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
」
を
編
集
出
版
し
た
。
堀
達
之
助
は
オ
ラ
ン
ダ
通
詞

よ
り
も
イ
ギ
リ
ス
通
詞
と
し
て
幕
末
期
に
活
躍
し
た
人
物
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
い
る
。

奥
山
玄
省
が
堀
達
之
助
の
門
を
た
た
い
た
の
が
い
つ
の
こ
と
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
そ
の
場
所
は
江
戸
、
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
で
あ
る

こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
達
之
助
が
江
戸
出
府
に
あ
た
っ
て
イ
ギ
リ
ス
通
詞
と
し
て
の
任
務
を
お
び
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
玄
省
が
達

《
口
と
い
え
よ
シ
フ
で

フ
ェ
ー
ト
ン
号
不
法
侵
入
事
件
に
よ
っ
て
、
「
迫
り
く
る
イ
ギ
リ
ス
」
の
巨
大
な
影
が
幕
府
を
は
じ
め
有
識
者
の
上
に
お
お
き
く
お
お
い
か

ぶ
さ
っ
て
き
た
。
イ
ギ
リ
ス
と
い
う
国
の
存
在
に
目
を
ひ
ら
か
れ
た
幕
府
は
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
事
件
の
翌
年
の
文
化
六
年
（
一
八
○
九
）

に
、
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
た
ち
に
英
語
の
学
習
を
命
じ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
商
館
次
席
の
ヤ
ン
・
コ
ッ
ク
・
ブ
ロ
ム
ホ
フ
を
教
師
と
し
て
英
語

（
羽
）

教
育
が
は
じ
ま
り
、
着
々
と
そ
の
成
果
を
あ
げ
て
い
た
。

（
劉
）

堀
達
之
助
は
ブ
ロ
ム
ホ
フ
か
ら
直
接
教
育
を
う
け
て
は
い
な
い
も
の
の
、
英
語
伝
習
第
一
世
代
に
属
し
て
い
た
と
い
え
る
。
堀
は
弘
化
二

年
（
一
八
四
五
）
二
三
歳
の
折
、
小
通
詞
末
席
と
し
て
相
州
浦
賀
詰
め
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
翌
弘
化
三
年
ア
メ
リ
カ
東
印
度
艦
隊
司
令
官
ジ
ェ
イ

ム
ズ
・
ビ
ッ
ド
ル
が
浦
賀
に
来
航
の
折
に
は
通
訳
の
任
に
あ
た
り
、
書
簡
の
和
解
に
従
事
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
通
詞
と
し
て
の
晴
れ
の
舞

（
理
）

味
を
要
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
堀
達
之
助
は
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
中
山
作
三
郎
武
徳
の
五
男
と
し
て
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
二
月

二
三
日
に
う
ま
れ
た
。
幼
く
し
て
そ
の
学
才
を
み
と
め
ら
れ
、
同
じ
通
詞
仲
間
で
あ
る
堀
儀
左
衛
門
政
信
の
養
子
と
な
り
、
家
業
を
つ
い
で

オ
ラ
ン
ダ
通
詞
と
し
て
活
躍
し
た
。
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之
助
か
ら
教
え
を
う
け
た
の
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
で
は
な
く
英
語
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
後
の
こ
と
に
な
る
が
、
明
治
六
年
二
八
七
三
）
海

軍
病
院
学
舎
（
の
ち
の
海
軍
軍
医
学
校
）
の
発
足
に
あ
た
っ
て
、
政
府
は
医
学
教
師
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
人
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
を
招

（
灘
ａ
）

聰
し
、
す
で
に
来
日
し
て
い
た
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ホ
イ
ー
ラ
ー
と
と
も
に
海
軍
軍
医
生
徒
の
教
育
に
あ
た
ら
せ
た
。
イ
ギ
リ
ス
人
教
師
た
ち
の

講
義
の
通
訳
に
あ
た
っ
た
の
が
、
当
時
学
舎
長
の
任
に
あ
っ
た
奥
山
虎
炳
自
身
で
あ
っ
た
。
堀
達
之
助
か
ら
教
え
を
う
け
た
虎
炳
が
、
英
語

に
長
じ
て
い
た
こ
と
を
し
め
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

古
賀
謹
一
郎
が
入
牢
中
の
堀
達
之
助
を
特
別
の
計
い
を
も
っ
て
出
獄
さ
せ
よ
う
と
幕
府
に
は
た
ら
き
か
け
た
の
は
、
あ
る
意
図
を
も
っ
て

（
妬
）

い
た
か
ら
で
あ
る
。
わ
が
国
最
初
の
英
和
対
訳
辞
書
で
あ
る
『
諸
厄
利
亜
語
林
大
成
」
が
な
っ
た
の
は
文
化
二
年
（
一
八
一
四
）
で
あ
る
が
、

こ
の
発
音
は
ブ
ロ
ム
ホ
フ
が
口
に
し
た
も
の
を
か
き
と
め
た
も
の
な
の
で
、
カ
ナ
表
記
に
は
か
な
り
の
オ
ラ
ン
ダ
語
・
ド
イ
ツ
語
の
な
ま
り

が
濃
く
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
発
言
を
正
し
く
し
た
本
格
的
な
英
和
辞
典
編
纂
の
必
要
性
は
、
時
代
の
要
請
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
こ
そ
堀
達
之
助
の
学
才
が
必
要
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
英
語
読
解
力
の
持
主
で
あ
る
堀
達
之
助
で
は
あ
る
が
、
会
話
の
能
力
に
お
い
て
は
抑
留
ア
メ
リ
カ
人
ラ
ナ
ル
ド
・
マ
グ
ド
ナ

（
記
）
（
訂
）

ル
ド
か
ら
直
接
教
え
を
う
け
た
森
山
栄
之
助
よ
り
劣
っ
て
い
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
ペ
リ
ー
艦
隊
が
初
め
て
来
航
し
た
嘉
永
六
年
（
一
八

五
三
）
に
は
堀
が
主
席
通
詞
で
あ
っ
た
が
、
翌
年
の
再
来
航
時
に
は
森
山
が
堀
に
代
っ
て
主
席
の
座
に
つ
き
、
堀
は
そ
の
補
佐
役
と
し
て
文
書

の
英
訳
や
和
訳
を
い
う
、
い
わ
ば
裏
方
の
仕
事
に
従
事
し
た
。

フ
ェ
ー
ト
ン
号
事
件
以
後
イ
ギ
リ
ス
へ
の
関
心
が
た
か
ま
り
、
英
語
の
重
要
性
を
認
識
し
た
幕
府
は
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
エ
ゾ
で
と

ら
え
ら
れ
、
長
崎
へ
お
く
ら
れ
た
マ
グ
ド
ナ
ル
ド
に
つ
い
て
、
通
詞
た
ち
に
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
の
英
語
Ｉ
と
く
に
英
会
話
ｌ
を
学
ば
せ
た
。

（
泌
）
（
羽
）
（
帥
）

こ
の
と
き
の
通
詞
の
名
が
し
ら
れ
て
い
る
が
、
堀
達
之
助
の
名
は
な
い
・

堀
達
之
助
の
英
壺
叩
ｌ
ｌ
と
く
に
そ
の
発
音
と
会
話
の
能
力
Ｉ
が
も
し
以
上
に
の
べ
た
よ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
教
え
を
う
け
た
奥
山

虎
炳
、
そ
し
て
そ
の
弟
奥
山
虎
章
に
も
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
が
み
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
奥
山
虎
章
は
明
治
期
に
な
っ
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こ
こ
に
い
う
副
当
直
医
官
と
は
「
病
院
規
則
草
案
」
に
よ
る
と

毎
日
第
七
字
半
出
勤
当
直
医
官
之
差
図
二
随
ひ
院
内
之
庶
事
を
相
勤
可
申
、
壱
人
ハ
教
師
之
廻
診
二
附
添
戴
人
ハ
外
来
診
療
所
江
出
院

壱
人
は
当
番
所
二
詰
、
入
院
出
院
等
都
而
詰
所
之
諸
用
弁
じ
可
申
、
尤
内
外
病
名
之
処
方
筆
記
ハ
其
職
掌
と
可
心
得
事
、
但
同
勤
中
交

（
犯
）

番
相
定
壱
人
宛
昼
夜
在
院
当
直
医
官
と
力
を
合
院
内
病
者
二
注
意
可
致
事

と
あ
っ
て
、
現
在
い
う
と
こ
ろ
の
病
院
常
勤
医
で
あ
り
、
当
直
医
官
の
指
示
の
も
と
に
外
来
診
療
も
病
室
勤
務
も
お
こ
な
う
医
師
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
「
副
当
直
医
官
試
補
」
「
看
病
方
取
締
」
「
看
病
方
取
締
助
」
な
ど
の
職
名
が
あ
る
。

が
み
え
る
。

は
じ
め
九
名
の
名
が
み
え
る
。

明
治
新
政
府
は
慶
応
四
年
二
八
六
八
）
六
月
医
学
所
を
復
興
し
、
名
称
も
旧
の
ま
ま
使
用
し
て
新
政
府
の
医
学
所
と
し
て
運
営
す
る
こ
と

に
な
り
、
奥
山
玄
省
は
こ
こ
に
「
三
等
医
師
・
病
院
掛
」
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
い
つ
で
あ
る
か
は
あ
き
ら
か
で
は
な

（
７
）

い
が
、
明
治
二
年
三
月
の
「
医
師
姓
名
」
に
よ
っ
て
そ
れ
を
し
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
姓
名
録
に
は
緒
方
惟
準
が
取
締
と
し
て
主
宰
者
の
地
位
を
占
め
、
一
等
医
師
石
神
良
策
が
取
締
助
と
な
っ
て
い
る
。
病
院
掛
の
筆
頭

は
二
等
医
師
池
田
謙
斎
、
教
授
職
の
筆
頭
は
同
じ
く
二
等
医
師
島
村
鼎
甫
で
あ
る
。

奥
山
玄
省
の
ほ
か
に
歩
兵
屯
所
附
医
師
の
経
歴
を
も
つ
医
師
は
、
桐
原
玄
海
、
安
井
元
達
、
馬
島
舂
庭
（
い
ず
れ
も
四
等
医
師
）
、
吉
田
策
庵

（
五
等
医
師
）
、
手
塚
良
仙
（
等
外
）
が
お
り
、
お
玉
ヶ
池
種
痘
所
設
立
時
の
拠
金
者
に
名
を
つ
ら
ね
て
い
た
藺
方
医
と
し
て
は
、
岩
井
元
敬
を

て
、
英
和
医
語
辞
典
と
独
和
辞
典
を
編
纂
し
て
い
る
。

（
別
）

さ
ら
に
そ
の
二
ヵ
月
後
の
「
医
学
校
職
員
」
な
る
名
簿
に
も
、
そ
の
病
院
の
部
に
「
六
等
官
・
副
当
直
医
官
」
と
し
て
の
奥
山
玄
省
の
名

大
学
人
と
し
て
の
虎
炳
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こ
の
名
簿
に
旧
医
学
所
や
歩
兵
屯
所
出
身
の
医
師
の
名
が
お
お
く
み
え
る
の
は
、
技
術
畑
の
人
材
不
足
の
折
か
ら
、
明
治
新
政
府
と
し
て

は
こ
れ
ら
の
施
設
か
ら
多
数
の
医
師
を
採
用
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

（
８
）

さ
ら
に
別
の
面
か
ら
奥
山
玄
省
の
地
位
を
さ
ぐ
っ
て
み
た
い
。
す
な
わ
ち
明
治
二
年
一
二
月
の
『
職
員
録
」
を
み
る
と
、
大
学
校
の
ト
シ

（
お
）

プ
は
別
当
兼
侍
読
の
松
平
慶
永
（
福
井
藩
主
）
で
あ
り
、
奥
山
虎
炳
は
「
大
学
校
中
助
教
」
で
あ
る
。
翌
三
年
六
月
の
『
職
員
録
』
で
も
同
様

で
あ
る
。
同
じ
中
助
教
に
は
足
立
寛
、
田
代
基
徳
、
桐
原
真
節
が
お
り
、
少
助
教
に
は
黒
川
真
頼
、
長
谷
川
泰
の
名
が
み
え
る
。

こ
の
「
職
員
録
」
で
は
虎
炳
の
名
を
使
用
し
て
い
る
の
で
、
明
治
二
年
五
月
か
ら
一
二
月
の
間
に
、
玄
省
か
ら
虎
炳
へ
改
名
し
た
も
の
と

で
あ
る
。
目

こ
の
詞

思
わ
れ
る
。

（
拓
）

ら
れ
た
。

し
か
し
こ
れ
を
最
後
と
し
て
、
翌
四
年
二
月
以
降
の
『
官
員
録
」
の
大
学
欄
に
、
奥
山
虎
炳
の
名
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
制
）

一
方
明
治
五
年
五
月
に
虎
炳
が
「
大
学
東
校
大
助
教
」
で
あ
っ
た
と
す
る
記
録
も
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
昇
進
の
期
日
に
つ
い
て
は
ふ
れ
て

い
な
い
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
虎
炳
の
大
学
人
と
し
て
の
生
活
は
明
治
五
年
五
月
に
は
ま
だ
継
続
中
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
考
察
を
く
わ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
師
）

兵
部
省
に
海
陸
二
軍
共
通
の
軍
医
寮
が
設
置
さ
れ
た
の
は
明
治
四
年
七
月
五
日
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
わ
が
国
軍
軍
医
部
の
発
足
と
み

て
よ
い
が
、
そ
れ
以
前
に
そ
の
よ
う
な
部
局
が
ま
っ
た
く
存
在
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

（
粥
）

明
治
維
新
を
む
か
え
て
軍
制
の
確
立
を
め
ざ
し
た
新
政
府
は
、
太
政
官
の
下
に
海
陸
二
軍
を
包
含
し
た
軍
務
官
を
設
置
し
た
が
、
軍
医
部

大
学
東
校
大
助
教
奥
山
虎
炳
を
兵
部
省
に
採
用
し
た
い
と
、
兵
部
省
か
ら
大
学
に
申
し
い
れ
を
し
た
の
は
明
治
四
年
五
月
八
日
で
あ
る
。

（
妬
）

こ
れ
に
た
い
し
大
学
か
ら
承
諾
の
旨
を
し
る
し
た
文
書
が
提
出
さ
れ
た
の
が
五
月
一
二
日
で
あ
り
、
七
月
五
日
に
海
軍
病
院
掛
専
務
に
あ
げ

海
軍
医
官
と
し
て
の
虎
炳
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明
治
二
年
七
月
八
日
官
制
が
改
正
さ
れ
、
軍
務
官
が
廃
止
さ
れ
て
兵
部
省
が
設
置
さ
れ
た
が
、
軍
医
部
に
関
す
る
か
ぎ
り
海
陸
軍
は
そ
れ

ぞ
れ
独
自
の
歩
み
を
は
じ
め
る
。
下
谷
和
泉
町
の
旧
藤
堂
邸
に
設
立
さ
れ
た
大
病
院
は
陸
軍
主
体
の
軍
病
院
で
あ
っ
た
た
め
、
海
軍
側
は
芝

高
輪
の
旧
近
江
水
口
藩
加
藤
越
中
守
明
実
の
下
屋
敷
跡
に
海
軍
病
院
を
設
立
し
た
（
明
治
三
年
六
月
）
・
海
軍
病
院
と
い
う
名
称
な
が
ら
病
兵
の

治
療
所
と
し
て
の
病
院
機
能
を
も
っ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
海
軍
に
お
け
る
医
務
や
衛
生
業
務
を
つ
か
さ
ど
る
行
政
、
管
理
機
能
も
有
し
て

（
柵
）

い
た
。
そ
の
後
（
明
治
四
年
五
月
一
八
日
）
に
こ
の
海
軍
病
院
は
芝
車
町
（
現
在
の
高
輪
二
丁
目
）
の
外
務
省
応
接
所
に
移
転
し
た
。
奥
山
虎
炳

の
辞
令
に
あ
る
海
軍
病
院
と
は
こ
れ
を
さ
す
。

兵
部
省
軍
医
寮
が
発
足
し
、
そ
の
主
宰
者
と
し
て
松
本
良
順
が
軍
医
頭
に
任
命
さ
れ
た
が
、
薩
摩
藩
出
身
者
の
お
お
い
海
軍
や
海
軍
医
官

は
、
長
州
の
山
県
有
朋
の
推
轆
で
軍
医
頭
に
就
任
し
た
松
本
良
順
の
風
下
に
た
つ
こ
と
を
肯
ぜ
ず
、
そ
の
就
任
さ
え
反
対
し
た
と
い
わ
れ
て

（
虹
）
（
狸
）

い
る
。
松
本
良
順
も
海
軍
に
た
い
し
て
は
そ
れ
以
上
意
を
つ
く
す
こ
と
な
く
、
あ
っ
さ
り
手
を
ひ
い
て
し
ま
っ
た
の
で
、
さ
ら
に
そ
の
距
離

は
遠
い
も
の
に
な
っ
て
、
海
陸
軍
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
歩
み
を
つ
づ
け
る
。

明
治
四
年
四
月
四
日
大
学
大
博
士
佐
藤
尚
中
が
海
軍
病
院
取
建
御
用
掛
に
任
命
さ
れ
、
同
時
に
大
学
出
仕
藤
田
圭
甫
も
海
軍
病
院
掛
事
務

（
蝿
）
（
妬
）

に
任
命
さ
れ
た
。
こ
れ
に
お
く
れ
る
こ
と
三
カ
月
の
七
月
五
日
に
、
奥
山
虎
炳
は
海
軍
病
院
専
務
に
就
任
し
た
。
専
務
と
は
い
っ
て
も
そ
の

身
分
が
ま
っ
た
く
海
軍
に
転
属
し
た
の
で
は
な
く
、
文
部
省
と
の
兼
務
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
史
料
が
あ
る
。

文
部
省
出
仕
海
軍
病
院
専
務

藤
田
明
術

測
さ
れ
る
。

に
相
当
す
る
部
局
は
ま
だ
お
か
れ
て
い
な
い
（
慶
応
四
年
閨
四
月
一
二
日
）
。
つ
い
で
五
月
二
三
日
に
軍
務
官
病
院
掛
が
お
か
れ
る
が
、
そ
の
活

動
に
つ
い
て
は
記
録
が
の
こ
っ
て
い
な
い
の
で
、
内
容
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
。
同
年
一
○
月
一
日
山
下
門
内
に
わ
が
国
陸
軍

（
約
）

病
院
の
濫
膓
と
い
わ
れ
る
兵
隊
仮
病
院
が
新
設
さ
れ
て
い
る
の
で
、
軍
務
官
病
院
掛
は
こ
の
管
理
、
運
営
に
あ
た
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推

(16) ;34



（
妬
）

明
治
六
年
一
月
の
「
袖
珍
官
員
録
」
で
は
、
奥
山
虎
炳
は
戸
塚
文
海
と
な
ら
ん
で
大
医
監
で
あ
る
。
大
医
監
は
五
等
官
で
、
の
ち
の
海
軍

軍
医
大
佐
に
あ
た
る
。
ま
さ
に
高
級
医
官
で
あ
り
、
陸
軍
に
お
い
て
は
松
本
良
順
が
軍
医
総
監
で
少
将
相
当
官
で
あ
る
が
、
海
軍
に
お
い
て

医
監
（
少
佐
相
当
官
）
に
あ
た
る
。

翌
明
治
五
年
二
月
一
七
日
に
奥
山
虎
炳
は
兵
部
省
六
等
出
仕
と
な
り
、
つ
い
で
三
月
八
日
に
は
海
軍
省
六
等
出
仕
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
二

月
二
八
日
に
兵
部
省
が
海
陸
の
二
省
に
分
離
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
海
軍
省
出
仕
の
辞
令
が
交
付
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、

そ
の
職
務
に
何
ら
変
更
は
な
か
っ
た
。

い
う
ま
で
も
な
く
藤
田
明
術
は
藤
田
圭
甫
で
あ
り
、
両
者
と
も
文
部
・
海
軍
の
兼
務
で
あ
る
。
辛
未
は
明
治
四
年
に
あ
た
る
。
文
中
に
「
更

二
」
と
あ
る
の
は
す
で
に
海
軍
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
め
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
申
達
を
う
け
て
太
政
官
か
ら
次
の
辞
令
が
発
令
さ
れ
、
こ
の
日
か
ら
海
軍
専
任
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
七
等
出
仕
と
い
う
の
は
少

（
媚
）

海
軍
病
院
分
課
申
付
候
事

翌
明
治
五
年
二
月
一
七
日
に
奥

兵
部
省
七
等
出
仕
被
仰
付
候
事

辛
未
九
月
二
七
日

文
部
大
助
教
海
軍
病
院
専
務

奥
山
虎
炳

右
更
ニ
セ
等
出
仕
海
軍
病
院
掛
り
被
仰
付
候
様
早
々
御
沙
汰
被
下
度
此
段
申
出
仕
候
也

辛
未
九
月
十
八
日

（
“
）

正
院
御
中

従
七
位
奥
山
虎
炳

兵
部
省

太
政
官

0句行
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手
が
か
り
を
よ
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
朝
）

の
ち
に
初
代
海
軍
軍
医
総
監
に
任
官
し
た
戸
塚
文
海
は
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
生
ま
れ
で
、
虎
炳
よ
り
五
歳
の
年
長
に
あ
た
る
。
幕
府
奥

医
師
戸
塚
静
海
の
養
子
と
な
り
、
長
崎
養
生
所
の
所
長
や
幕
府
奥
医
師
を
つ
と
め
た
の
ち
、
勝
安
芳
の
紹
介
で
明
治
五
年
五
月
二
七
日
に
海

（
綿
）

軍
七
等
出
仕
と
し
て
海
軍
医
官
に
就
任
し
た
。

そ
の
後
の
官
員
録
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
虎
炳
は
常
に
文
海
よ
り
上
席
に
あ
り
、
「
公
文
類
纂
」
所
収
の
文
書
か
ら
も
石
神
良
策
よ
り
も

上
席
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
虎
炳
は
ま
さ
に
海
軍
軍
医
寮
の
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

勝
安
芳
は
明
治
五
年
五
月
海
軍
大
輔
に
就
任
し
、
明
治
八
年
四
月
ま
で
の
三
年
間
、
虎
炳
の
上
司
と
し
て
海
軍
の
実
質
的
な
責
任
者
で
あ

っ
た
。
し
か
し
「
海
舟
日
記
』
の
い
ず
れ
の
簡
所
に
も
虎
炳
の
名
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
れ
に
ひ
き
か
え
戸
塚
文
海
の
名
は
随
所
に

（
婚
）

み
ら
れ
る
。
そ
の
初
出
は
明
治
五
年
正
月
一
○
日
の
条
で
、
両
者
と
も
い
ま
だ
海
軍
出
仕
以
前
の
時
期
で
あ
る
。

海
軍
出
仕
後
は
軍
医
寮
の
人
事
問
題
に
つ
い
て
、
本
来
な
ら
ば
軍
医
寮
助
の
石
神
良
策
な
り
、
先
任
大
医
監
で
あ
る
虎
炳
な
り
に
相
談
あ

（
別
）

っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
が
、
勝
の
相
談
相
手
は
戸
塚
で
あ
っ
た
。
海
軍
出
仕
以
前
か
ら
す
で
に
交
流
が
あ
り
、
そ
の
後
も
終
始
そ
の
関
係

が
つ
づ
い
て
い
る
こ
と
が
、
『
海
舟
日
記
」
か
ら
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

明
治
八
年
四
月
一
日
海
軍
軍
医
寮
助
石
神
良
策
は
、
五
五
歳
で
現
職
の
ま
ま
他
界
し
た
。
そ
の
後
の
官
員
録
に
お
い
て
助
の
ポ
ス
ト
は
欠

（
別
）

員
の
ま
ま
で
あ
り
、
大
医
監
の
虎
炳
と
戸
塚
の
序
列
に
変
更
は
な
く
依
然
虎
炳
が
上
席
を
し
め
て
い
た
。
し
か
し
明
治
九
年
四
月
の
官
員
録

で
は
、
そ
の
序
列
に
変
更
は
な
い
も
の
の
戸
塚
文
海
は
「
海
軍
省
四
等
出
仕
」
の
肩
書
が
附
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
次
の
人
事
の
布
石
の

一
方
事
帝

席
で
あ
る
。

は
こ
れ
に
相
当
す
る
医
官
は
存
在
せ
ず
、
大
医
監
が
最
高
位
で
あ
る
。

一
方
事
務
方
の
軍
医
頭
、
権
頭
は
と
も
に
欠
員
で
、
助
と
し
て
石
神
良
策
が
い
る
が
、
こ
れ
は
六
等
官
に
あ
た
り
、
奥
山
虎
炳
の
方
が
上

こ
の
よ
う
に
頭
も
助
も
欠
員
の
ま
ま
、
明
治
九
年
八
月
三
一
日
を
む
か
え
る
。
こ
の
日
官
制
の
改
正
が
あ
っ
て
海
軍
軍
医
寮
は
廃
止
さ
れ
、
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海
軍
へ
の
出
仕
も
お
そ
く
、
終
始
序
列
が
下
位
で
あ
っ
た
戸
塚
文
海
が
、
薩
摩
閥
の
つ
よ
い
海
軍
省
と
、
海
軍
省
中
枢
の
一
人
で
あ
っ
た

勝
安
芳
と
の
関
係
か
ら
、
海
軍
医
官
の
最
高
人
事
の
選
に
は
い
っ
た
こ
と
は
、
奥
山
虎
炳
と
し
て
は
退
官
以
外
の
道
は
な
く
、
痛
恨
の
う
ち

に
海
軍
を
さ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
時
に
虎
炳
は
三
七
歳
と
い
う
若
さ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
明
治
初
年
と
い
え
ど
も
「
若
す
ぎ
る
退
官
」

と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
系
図
に
い
う
「
同
九
年
故
ア
リ
退
官
、
後
出
デ
ズ
」
と
い
う
記
述
の
そ
の
「
故
」
に
言
及
し
た
史
料
は
な
い
が
、

今
ま
で
の
べ
た
よ
う
な
事
実
か
ら
、
そ
の
「
故
」
は
説
明
し
う
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

奥
山
虎
炳
の
海
軍
に
お
け
る
業
績
の
一
つ
に
講
義
の
翻
訳
と
医
書
出
版
が
あ
る
。

（
認
）

将
来
海
軍
医
官
と
な
る
べ
き
生
徒
の
養
成
機
関
と
し
て
、
海
軍
病
院
学
舎
が
設
立
さ
れ
た
の
は
明
治
六
年
八
月
九
日
で
あ
る
。
そ
れ
以
前

に
も
特
別
な
名
称
は
も
っ
て
い
な
い
が
、
明
治
四
年
か
ら
イ
ギ
リ
ス
海
軍
軍
医
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ホ
イ
ー
ラ
ー
の
指
導
の
も
と
に
、
海
軍
病
院

（
脇
）

に
お
い
て
医
官
の
教
育
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
ホ
イ
ー
ラ
ー
と
、
学
舎
発
足
に
あ
た
っ
て
あ
ら
た
に
招
聰
し
た
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
ア
ン

ダ
ー
ソ
ン
に
よ
っ
て
、
学
舎
生
徒
の
教
育
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
ら
の
講
義
は
も
ち
ろ
ん
英
語
で
あ
り
、
そ
の
こ
ろ
の
生
徒
の

（
別
）

英
語
力
が
と
ぼ
し
か
っ
た
の
で
「
奥
山
虎
炳
主
ト
シ
テ
講
義
ヲ
通
訳
」
し
た
の
で
あ
る
。

高
木
兼
寛
の
軍
医
寮
の
修
了
証
言
に
、
試
験
官
で
あ
る
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
と
、
海
軍
大
医
監
奥
山
虎
炳
の
署
名
が
み
え
る
。
明
治
七
年
四
月

（
蒟
）

二
日
の
日
付
を
も
つ
本
証
書
は
、
署
名
以
外
は
す
べ
て
英
文
で
か
か
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
虎
炳
は
海
軍
軍
医
寮
関
係
の
出
版
物
に
、
校
閲
者
と
し
て
参
画
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
項
を
あ
ら
た
め
て
言
及
し
た
い
。

そ
れ
に
か
わ
っ
て
海
軍
省
医
務
局
が
設
置
さ
れ
て
、
大
医
監
戸
塚
文
海
が
初
代
医
務
局
長
に
就
任
し
た
。
戸
塚
は
海
軍
病
院
長
と
海
軍
軍
医

学
舎
長
も
兼
任
し
、
一
二
月
に
は
最
高
位
の
軍
医
総
監
（
少
将
相
当
官
）
に
昇
進
し
て
、
官
職
と
も
文
字
ど
お
り
海
軍
医
官
の
第
一
人
者
に
な

つ
提
坐
０
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明
治
九
年
願
に
依
り
退
職
し
、
芝
赤
羽
橋
畔
の
父
玄
仲
を
輔
け
て
門
戸
を
張
り
明
治
三
十
四
年
に
及
ぶ
。
其
の
歳
廃
業
し
て
伊
皿
子
に

（
マ
マ
）

（
脇
）

転
住
し
、
悠
々
自
適
風
月
を
友
と
し
て
詩
境
に
道
遥
し
、
大
正
十
八
年
十
月
十
三
日
眠
る
が
如
く
逝
く
。

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
海
軍
退
官
後
は
直
ち
に
父
玄
仲
を
た
す
け
て
、
開
業
医
と
し
て
の
生
活
を
は
じ
め
、
明
治
三
四
年
ま
で
開
業
医
を

つ
づ
け
て
こ
の
年
六
二
歳
を
も
っ
て
廃
業
し
た
こ
と
に
な
る
。

（
１
）

し
か
し
一
方
「
帝
国
医
鑑
」
に
よ
る
と
、
「
明
治
一
七
年
五
月
一
五
日
附
開
業
免
許
ヲ
受
ヶ
現
所
二
開
業
ス
」
と
あ
る
。
現
所
と
い
う
の
は

同
書
に
よ
れ
ば
「
芝
区
伊
皿
子
三
五
」
で
、
開
業
の
時
期
も
場
所
も
さ
き
の
記
述
と
は
こ
と
な
る
。

明
治
七
年
「
医
制
」
の
発
布
に
よ
っ
て
、
医
術
開
業
を
お
こ
な
う
も
の
は
開
業
免
許
を
う
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
た
。
そ
う
は

規
定
し
た
も
の
の
、
在
来
か
ら
開
業
し
て
い
た
医
師
に
た
い
し
て
は
、
そ
の
既
得
権
を
み
と
め
て
い
ろ
い
ろ
な
経
過
措
置
を
と
っ
て
、
現
場

で
の
混
乱
が
生
じ
な
い
手
だ
て
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
措
置
の
一
つ
に
「
奉
職
履
歴
医
」
の
制
度
が
あ
る
。
明
治
維
新
以
来
医
術
を
も

っ
て
官
庁
に
勤
務
し
た
り
、
地
方
公
立
医
学
校
や
病
院
に
お
い
て
教
員
や
医
員
を
つ
と
め
て
い
る
も
の
に
た
い
し
て
、
試
験
を
課
す
る
こ
と

な
く
免
許
を
交
付
す
る
こ
と
が
明
治
一
○
年
八
月
に
さ
だ
め
ら
れ
た
。

奥
山
虎
炳
は
ま
さ
に
こ
れ
に
該
当
す
る
。
海
軍
退
官
後
父
の
医
院
を
手
伝
う
に
あ
た
っ
て
、
開
業
免
許
を
所
持
し
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、

直
ち
に
法
律
に
違
反
す
る
と
と
が
め
だ
て
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
し
、
明
治
一
七
年
ま
で
そ
れ
を
手
に
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
は
、
奉
職
履

歴
医
と
し
て
の
手
続
き
を
と
る
の
が
単
に
お
く
れ
た
だ
け
と
い
っ
て
よ
い
。
免
許
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
開
業
医
と
し
て
の
生
活
は
海
軍

退
官
直
後
か
ら
は
じ
ま
っ
た
こ
と
は
事
実
と
思
わ
れ
る
。

明
治
九
年
の
開
業
後
は
、
系
図
に
い
う
「
復
出
テ
ズ
」
の
状
態
で
あ
っ
た
。

『
上
山
郷
士
史
』

海
軍
退
官
後
の
虎
炳

一
山
郷
士
史
」
に

明
治
九
年
願
に
依
り
退
職
し
、
芝
赤
羽
橋
畔
の
父
玄
仲
圭

転
住
し
、
悠
々
自
適
風
月
を
友
と
し
て
詩
境
に
道
遥
し
、
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『
帝
国
医
鑑
」
の
虎
炳
の
記
述
は
、
わ
ず
か
二
行
で
終
っ
て
い
る
。
本
人
か
ら
提
出
さ
れ
た
経
歴
を
も
と
に
編
纂
さ
れ
た
（
凡
例
に
よ
る
）
本

書
は
、
さ
し
て
有
名
で
な
い
医
師
で
も
そ
の
記
述
は
さ
ら
に
詳
細
に
わ
た
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。
虎
炳
は
こ
れ
に
の
せ
る
こ
と
は
承
諾
し
た

も
の
の
、
経
歴
に
つ
い
て
は
最
小
限
の
記
述
し
か
提
出
し
な
か
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

（
弱
）

明
治
一
八
年
九
月
七
日
出
版
の
「
西
洋
医
師
番
附
」
に
は
、
虎
炳
の
父
玄
仲
が
種
痘
家
と
し
て
赤
羽
根
に
居
住
し
て
い
る
旨
の
記
載
は
あ

る
も
の
の
、
虎
炳
自
身
の
名
は
ど
の
欄
に
も
み
え
な
い
・

海
軍
医
官
の
大
物
が
死
亡
す
る
と
そ
の
人
の
略
歴
を
の
せ
る
の
が
常
で
あ
る
「
海
軍
軍
医
会
雑
誌
』
に
、
虎
炳
の
死
亡
記
事
を
見
出
す
こ

（
打
）

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
海
軍
退
官
か
ら
死
亡
す
る
ま
で
に
、
五
○
年
と
い
う
長
い
時
間
の
経
過
が
あ
る
た
め
か
、
虎
炳
が
か
っ
て
海
軍
の
高

級
医
官
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
憶
す
る
人
が
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
か
ら
と
も
い
え
よ
う
が
、
こ
の
五
○
年
の
間
、
世
間
に
自
ら
が
高
級
医
官

で
あ
っ
た
と
い
う
経
歴
を
あ
え
て
し
ら
し
め
な
か
っ
た
結
果
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
兇
）
（
弱
）

石
神
良
策
の
墓
碑
や
「
英
国
大
医
ウ
ヰ
リ
ア
ム
・
ウ
ヰ
リ
ス
氏
頌
徳
記
念
碑
」
な
ど
の
拠
金
者
の
一
人
に
奥
山
虎
炳
の
名
は
み
え
る
が
、

世
俗
の
生
活
で
は
世
に
で
る
こ
と
を
こ
ば
ん
で
い
る
、
と
も
い
え
る
退
穏
的
な
様
子
が
み
え
る
。

明
治
五
年
出
版
の
『
海
軍
軍
医
寮
薬
局
方
」
（
官
版
薬
局
方
）
は
、
イ
ギ
リ
ス
薬
局
方
を
主
体
に
し
て
製
剤
三
三
○
種
を
収
載
し
て
お
り
、
大

軍
医
前
田
清
則
の
訳
述
で
あ
る
が
、
虎
炳
は
こ
れ
を
校
閲
し
て
い
る
。

海
軍
病
院
で
ホ
イ
ー
ラ
ー
が
お
こ
な
っ
た
解
剖
学
の
講
義
を
ま
と
め
て
出
版
し
た
の
が
『
官
版
講
筵
筆
記
」
で
あ
り
、
翻
訳
者
は
虎
炳
の

（
“
）

弟
奥
山
虎
章
と
長
州
藩
出
身
の
半
井
成
質
で
あ
る
。
こ
れ
に
虎
炳
は
緒
言
と
例
言
を
か
い
て
い
る
。
接
し
う
る
虎
炳
の
医
学
上
の
業
績
に
と

れ
る
。 奥

山
虎
炳
に
著
書
は
な
い
が
、
海
軍
軍
医
寮
関
係
の
書
物
に
は
医
療
関
係
の
責
任
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
校
閲
に
関
与
し
た
も
の
が
み
ら

奥
山
虎
炳
の
校
閲
書

(21）339



明
治
四
年
辛
未
菊
月
望
後
一
日
奥
山
虎
炳
識
干
三
田
魚
藍
宗
清
精
舎

こ
の
緒
言
に
つ
づ
い
て
、
次
の
よ
う
な
例
言
が
み
ら
れ
る
。
新
し
い
解
体
書
と
し
て
ホ
イ
ー
ラ
ー
の
講
述
す
る
と
こ
ろ
を
編
纂
し
、
こ
れ

が
ヘ
ン
リ
ー
・
グ
レ
イ
の
解
剖
学
言
に
も
と
づ
く
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
。

。
Ⅲ
Ｍ
川
当
塁
昌
●
Ｉ

ぽ
し
い
現
在
、
そ
の
全
文
を
引
用
す
る
の
も
無
意
味
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

英
ハ
元
卜
撮
爾
ダ
ル
三
島
腹
ノ
ミ
然
ル
ー
国
富
ミ
兵
強
ク
其
所
轄
ノ
領
邑
殆
ン
卜
五
大
洲
二
跨
り
宇
内
二
雄
視
ス
ル
者
豈
二
夫
ノ
多
ク

海
兵
ヲ
養
上
船
艦
ヲ
造
り
以
テ
專
ラ
航
海
ヲ
事
ニ
ス
ル
ニ
非
ズ
ャ
蓋
シ
我
邦
環
海
国
ヲ
為
シ
一
旦
辺
傲
事
ア
レ
バ
数
百
艘
ノ
船
艦
数
十

万
ノ
海
兵
有
ル
ー
非
ン
（
固
ョ
リ
之
ヲ
控
禦
ス
ル
克
ハ
ス
是
レ
海
軍
ノ
設
ヶ
一
日
モ
欠
ク
可
ラ
ザ
ル
所
以
ナ
リ
凡
ソ
人
生
ノ
痛
楚
疾
病

ョ
リ
惨
ナ
ル
ハ
無
シ
疾
病
中
又
夕
客
土
ノ
疾
病
ヨ
リ
甚
キ
ハ
莫
シ
兵
時
ハ
姑
ク
之
ヲ
置
ク
今
一
介
ノ
船
艦
二
駕
シ
万
里
ノ
重
洋
ヲ
凌
ギ

浩
波
鯨
涛
天
地
無
際
外
之
ニ
シ
テ
潭
霧
ノ
其
身
ヲ
侵
伐
ス
ル
有
り
内
之
ニ
シ
テ
妻
學
ノ
湯
薬
二
侍
ル
無
シ
孤
枕
冷
衾
日
夜
坤
吟
其
情
実

二
感
ム
ニ
堪
タ
リ
是
時
二
方
リ
其
疾
病
ヲ
医
シ
其
痛
苦
ヲ
救
う
者
其
し
我
ガ
医
士
一
一
非
シ
テ
誰
ソ
ヤ
是
レ
病
院
ノ
設
ケ
無
カ
ル
可
ラ
ザ

ル
所
以
也
今
葱
辛
未
官
権
リ
’
一
病
院
ヲ
創
シ
以
テ
海
兵
ノ
洞
ヲ
抱
ク
者
ヲ
養
上
又
夕
英
医
法
吻
列
児
氏
ヲ
延
シ
施
治
ノ
余
り
更
二
講
筵

ヲ
開
キ
以
テ
院
中
子
弟
一
一
解
体
学
科
ヲ
授
ク
鳴
呼
今
也
王
綱
復
古
百
摸
維
新
特
二
兵
備
ヲ
厚
シ
以
テ
国
基
ヲ
養
う
若
シ
数
年
ノ
後
チ
海

兵
十
万
大
艦
雲
集
絶
域
ヲ
視
ル
比
鄭
ノ
如
ク
大
洋
ヲ
視
ル
坦
途
ノ
如
ク
’
一
至
レ
バ
特
リ
以
テ
四
彊
ヲ
防
禦
ス
ル
｜
一
足
ル
而
己
ナ
ラ
ズ
以

テ
万
国
二
対
時
シ
皇
威
ヲ
宇
内
一
一
耀
サ
ン
コ
ト
何
ノ
難
キ
カ
之
レ
有
ラ
ン
則
チ
今
日
海
兵
病
院
ノ
設
ケ
亦
夕
与
テ
功
有
ル
ト
云
フ
モ
其

緒
言

し
誰
力
之
ヲ
溢
美
卜
謂
ン
ヤ

庁
悼
レ
一
一
一
Ｅ

一
戦
近
医
学
日
間
ヶ
月
盛
ン
ニ
シ
テ
各
所
病
院
ヲ
設
ヶ
洋
医
ヲ
招
キ
其
訳
述
ス
ル
所
ノ
害
汗
牛
充
棟
琶
ナ
ラ
ズ
然
し
ド
モ
解
体
書
二
至

テ
ハ
蓼
々
間
ク
ナ
シ
杉
田
氏
解
体
新
書
ハ
既
二
陳
腐
二
属
シ
合
信
氏
全
体
新
論
ハ
猶
ホ
太
簡
ヲ
恨
ム
今
法
吻
列
児
氏
ノ
講
述
ス
ル
所

二
一
口
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成
質
（
有
章
）
と
”

外
科
拾
要
序

ヲ
見
ル
ー
專
ラ
愚
礼
私
氏
ニ
拠
り
要
ヲ
釆
リ
煩
ヲ
去
り
簡
ニ
シ
テ
奥
ヲ
究
メ
疎
ニ
シ
テ
漏
サ
ズ
本
卜
以
テ
院
中
新
進
子
弟
ヲ
教
誇
シ

敢
テ
大
方
君
子
ノ
高
覧
一
一
供
ス
ル
’
一
非
ラ
ズ
唯
我
傍
講
劣
不
文
枇
膠
ナ
キ
ニ
非
ラ
ズ
看
官
其
し
之
ヲ
恕
セ
ョ

ー
訳
例
專
ラ
先
輩
ヲ
師
効
シ
敢
テ
妄
為
臆
造
セ
ズ
唯
細
微
ノ
部
分
未
ダ
先
輩
ノ
訳
ヲ
経
ザ
ル
者
二
至
テ
ハ
別
二
慎
ン
デ
訳
字
ヲ
創
シ
之

二
填
ッ
然
し
ド
モ
猶
其
ノ
妥
当
ヲ
欠
者
無
キ
ヲ
得
ズ
看
官
之
ヲ
諒
セ
ョ

ー
篇
中
按
字
ヲ
冠
ス
ル
者
皆
筆
記
者
ノ
挿
注
ニ
シ
テ
且
ッ
毎
篇
首
図
式
ヲ
掲
グ
ル
ハ
唯
看
官
了
解
二
易
カ
ラ
シ
ム
ル
而
己

辛
未
九
月
奥
山
虎
炳
又
識

ま
た
明
治
初
年
の
イ
ギ
リ
ス
流
外
科
を
わ
が
国
に
紹
介
し
た
書
物
と
し
て
有
名
な
、
半
井
成
質
翻
訳
『
外
科
拾
要
」
（
明
治
六
年
）
も
、
虎

炳
の
校
閲
を
へ
て
お
り
、
虎
炳
が
序
文
を
よ
せ
て
い
る
。
そ
の
序
に
は
虎
炳
自
ら
が
長
崎
に
遊
学
し
た
こ
と
を
の
べ
て
お
り
、
そ
の
折
半
井

成
質
（
有
章
）
と
は
じ
め
て
知
己
を
え
た
と
し
る
し
て
い
る
。

予
自
小
少
之
時
交
四
方
後
髪
之
士
大
率
不
下
数
百
人
成
有
怜
鯏
軽
俊
可
次
期
大
成
者
或
有
孜
臣
勉
励
可
以
糞
晩
節
者
今
而
□
□
□
□
□

沈
浦
浪
没
帰
乎
漸
尽
灰
滅
而
其
能
薪
然
露
頭
角
為
世
所
知
者
僅
謨
可
屈
指
而
己
蓋
智
之
為
怜
鯏
軽
俊
可
以
期
大
成
者
半
途
意
満
自
安
小

成
其
所
欲
声
色
瀞
蕩
之
事
其
所
講
街
人
セ
利
菌
術
習
以
為
是
憎
不
之
怪
其
為
孜
§
勉
励
可
以
糞
晩
節
者
及
其
一
旦
畜
妻
學
獲
微
官
則
内

有
米
塩
之
累
外
召
人
事
之
忙
心
期
翻
酷
終
歳
栖
営
精
神
為
耗
予
之
曽
在
千
崎
患
也
与
半
井
有
章
始
相
識
明
治
戊
辰
再
相
遭
子
東
校
同
其

窓
者
三
年
後
倶
転
任
海
軍
同
其
居
者
又
二
年
蓋
其
人
深
沈
有
大
志
善
勉
学
自
非
疾
病
事
故
前
後
五
年
農
久
未
曽
一
日
廃
其
課
程
予
惰
生

也
干
花
子
月
乃
瀞
之
酔
或
夜
半
夢
回
挙
枕
而
顧
之
則
有
章
屹
然
対
灯
燗
堂
之
光
射
我
目
玻
食
之
聲
徹
我
耳
自
知
其
不
及
遠
甚
也
去
秋
有

章
買
盾
干
聖
坂
之
側
召
妻
學
自
其
郷
親
管
家
政
矧
公
事
鞁
掌
岡
或
寧
処
予
講
恐
其
志
気
或
少
沮
也
而
有
章
則
退
食
余
暇
愉
間
惜
陰
挽
□

刻
励
不
知
頭
之
将
生
二
宅
今
又
克
就
是
挙
自
非
其
信
道
厚
而
精
力
絶
人
者
烏
能
如
是
哉
及
其
徴
辞
慨
然
書
其
巻
首

明
治
六
年
五
月
口
奥
山
虎
炳
識
干
伊
皿
子
台
町
僑
居
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明
治
初
年
に
海
軍
軍
医
寮
の
最
高
責
任
者
と
も
い
う
べ
き
地
位
に
あ
っ
た
奥
山
虎
炳
の
事
蹟
に
つ
い
て
、
在
来
の
史
料
と
新
し
く
見
出
さ

れ
た
『
奥
山
氏
系
図
」
を
も
と
に
そ
の
概
略
を
し
る
し
た
。

明
治
壬
申
孟
秋
海
軍
医
生
奥
山
虎
炳
誌

虎
炳
の
肩
書
は
「
海
軍
医
生
」
と
し
か
し
る
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
年
虎
炳
は
す
で
に
海
軍
大
医
監
に
任
官
し
て
い
な
が
ら
、
あ
え
て
そ

れ
を
用
い
な
か
っ
た
の
は
虎
炳
の
人
柄
の
あ
ら
わ
れ
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
仇
｝
ブ
（
》
○

『
官
版
講
筵
筆
記
』
を
翻
訳
し
た
奥
山
虎
章
に
は
、
ロ
ブ
リ
！
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
の
医
語
辞
典
を
翻
訳
編
蟇
し
た
「
医
語
類
聚
』
（
明
治
六
年
）

（
例
）

が
あ
る
。
そ
の
初
版
本
の
「
医
語
類
聚
引
」
は
、
虎
炳
の
筆
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
「
動
氏
」
と
は
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
の
こ
と
で

お
わ
、
ノ
に

医
語
類
聚
引

荘
荘
宇
宙
国
於
其
間
者
無
盧
数
百
地
異
其
方
州
殊
其
俗
臂
諸
人
面
之
不
同
然
而
東
西
往
来
得
以
交
其
人
通
其
情
者
豈
非
以
有
夫
言
語
文

字
便
也
耶
西
洋
諸
国
各
異
其
語
就
中
若
英
仏
二
国
則
其
用
最
広
天
涯
地
角
人
謂
而
家
譜
之
雌
然
其
確
鑿
有
拠
可
以
為
千
古
之
準
則
者
其

唯
刺
甸
語
乎
蓋
刺
甸
之
為
語
古
雅
幽
奥
理
該
而
用
広
句
短
而
意
長
宴
為
学
者
之
師
表
芙
独
奈
何
詰
屈
葬
牙
難
解
易
倦
世
又
乏
此
字
書
学

者
偶
開
巻
而
遭
刺
甸
語
不
覚
睡
魔
襄
其
後
家
弟
章
有
慨
干
此
頃
者
專
就
動
氏
医
学
字
書
摘
其
英
釆
其
華
聚
為
一
小
冊
子
今
將
授
之
剖
剛

氏
徴
予
辞
抑
此
害
專
主
簡
約
錐
国
非
医
学
字
書
之
大
全
青
衿
子
弟
之
從
事
子
此
学
者
筍
置
諸
座
右
則
其
於
斫
夕
研
讃
之
際
未
必
無
小
補

云
爾
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奥山虎炳（玄省）年譜

玄仲の長男として長崎で生まれる

歩兵屯所附医師になる

歩兵屯所附御抱医師富士見御宝蔵

番格になる

将軍家茂にお目見えする

歩兵屯所医師取締介になる

大病院三等医師病院掛

大病院副当直疾官（六等官）

大学校中助教

大学中助教兼大舎長

海軍病院専務になる

兵部省七等出仕になる

兵部省六等出仕になる

海軍省六等出仕になる

海軍軍医寮海軍大医監従七位

海軍病院学舎長を兼任する

従五位

海軍を退官し父の開業を手伝う

開業医免許をうける

開業を廃す

死去、87歳

天保11年

文久3年

慶応元年

1月8日

9月29日

5月

ｊ
ｊ
１

０
３
５

４
６
６

８
８
８

１
１
１

く
く
く

年
年
年

２
３
２治明

正月1日

5月17日

3月

5月

12月

6月

7月5日

9月27日

2月17日

3月8日

1月

8月9日

10月

8月31日

5月15B

ｊ
ｊ
ｊ

６
７
９

６
６
６

８
８
８

１
１
１
く
く

ｊ
ｊ
Ｏ
１
７
７
８
８
１
１
く
く

年
年

３
４

5年(1872)

6年(1873)

7年

9年

17年

34年

大正15年

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
１

４
６
４
１
６

７
７
８
０
２

８
８
８
９
９

１
１
１
１
１

く
く
く
Ｉ

10月31日
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槁
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
ご
指
導
、
ご
助
言
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
奥
山
虎
二
先
生
、
蒲
原
宏
理
事
長
、
黒
沢
嘉
幸
先
生
、
久
志
本
常
孝
名
誉
教

授
、
酒
井
シ
ヅ
教
授
、
宗
田
一
常
任
理
事
の
諸
先
生
に
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

注
と
文
献

（
１
）
河
野
二
郎
編
『
帝
国
医
鑑
」
お
の
部
三
一
頁
、
旭
興
信
所
、
明
治
四
三
年

（
２
）
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
一
九
巻
、
山
梨
県
、
二
一
八
頁
、
角
川
書
店
、
昭
和
五
九
年

（
３
）
奥
山
玄
育
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
日
本
医
史
学
会
例
会
（
一
九
九
三
年
一
二
月
一
八
且
に
発
表
し
た
。
そ
の
抄
録
は
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
四
○

巻
三
二
七
’
三
二
八
頁
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
文
部
省
総
務
局
編
『
日
本
教
育
史
資
料
三
八
四
○
’
八
四
四
頁
、
明
治
二
三
年

（
５
）
山
崎
佐
『
日
本
疫
史
及
防
疫
史
」
二
九
八
頁
、
克
誠
堂
、
昭
和
六
年

（
マ
マ
）

こ
こ
に
は
渡
辺
舂
汀
、
平
塚
良
仙
（
こ
れ
は
手
塚
良
仙
が
正
し
い
）
、
大
野
松
庵
、
桑
田
立
斎
、
生
田
良
順
と
と
も
に
奥
山
玄
仲
の
名
が
あ
る
。

（
６
）
「
公
文
類
纂
」
明
治
四
年
、
巻
一
二
、
一
二
六
丁
。
明
治
四
年
奥
山
虎
炳
大
学
大
助
教
を
兵
部
省
に
採
用
し
た
い
と
の
申
入
れ
が
あ
り
、
こ
こ

に
奥
山
大
助
教
が
「
奥
山
玄
静
」
と
し
る
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）
「
大
病
院
・
医
学
所
・
種
痘
所
・
楳
毒
院
医
師
姓
名
」
明
治
初
年
医
史
料
中
外
医
事
新
報
別
刷
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
昭
和
一
八
年
（
復
刻

版
）
、
一
七
頁
、
思
文
閣
出
版
、
昭
和
五
四
年

（
８
）
『
職
員
録
」
明
治
二
年
、
須
原
屋
版
寺
岡
寿
一
編
『
明
治
初
期
の
官
員
録
・
職
員
録
」
一
巻
、
寺
岡
書
洞
、
昭
和
五
四
年

（
９
）
深
瀬
泰
且
「
歩
兵
屯
所
医
師
取
締
手
塚
良
斎
と
手
塚
良
仙
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
』
二
五
巻
二
九
○
’
三
○
六
頁
、
昭
和
五
四
年

（
皿
）
深
瀬
泰
且
「
手
塚
良
仙
光
亨
知
見
補
遺
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
二
七
巻
一
二
’
三
四
頁
、
昭
和
五
六
年

（
Ⅱ
）
深
瀬
泰
旦
「
歩
兵
屯
所
の
医
師
た
ち
Ｉ
『
医
学
所
御
用
留
』
か
ら
Ｉ
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
一
巻
三
七
二
’
三
九
一
頁
、
昭
和
六
○
年

（
吃
）
手
塚
良
斎
『
医
学
所
御
用
留
」
順
天
堂
大
学
医
学
部
山
崎
文
庫
蔵

本
論
の
要
旨
は
一
九
九
四
年
五
月
一
五
日
第
九
五
回
日
本
医
史
学
会
総
会
に
お
い
て
発
表
し
た
。
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（
Ｂ
）

（
皿
）

（
略
）

（
略
）

（
Ⅳ
）

（
岨
）

（
四
）

（
別
）

（
虹
）

へ
胞
一

〆
、
／
］
〕

（
泥
）

（
認
）

（
別
）

、
ａ
／

一
．
舟
加
五
一

〆
の
／
“
、

へへへへ

28272625
ー………

本
耆
は
一
○
六
丁
、
半
紙
本
の
写
本
で
、
題
命
に
は
「
文
久
三
ｌ
明
治
八
年
手
塚
良
斎
医
学
所
御
用
留
」
と
あ
る
が
、
本
文
は
慶
応
四
年

四
月
で
お
わ
っ
て
い
る
。
第
一
丁
か
ら
本
文
の
末
尾
ま
で
、
使
用
さ
れ
て
い
る
紙
料
は
す
べ
て
同
一
で
あ
り
、
同
一
人
の
手
蹟
で
あ
る
。
第

一
丁
に
良
斎
の
死
亡
の
年
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
御
用
留
は
良
斎
自
筆
本
で
は
な
く
、
明
治
中
期
ご
ろ
の
写
本
と
考
え
ら
れ
る
。

『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
一
巻
四
二
’
四
八
頁
、
続
群
害
類
従
刊
行
会
、
昭
和
三
九
年

昭
徳
院
殿
御
実
記
『
続
徳
川
実
記
」
四
篇
、
六
七
九
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
一
年

「
ホ
ー
ド
ヱ
ン
先
生
口
授
」
竹
山
屯
、
「
医
事
雑
記
」
、
本
害
は
蒲
原
宏
先
生
の
ご
教
示
に
よ
る
。

井
野
辺
茂
雄
『
幕
末
史
概
説
」
三
五
八
頁
、
紀
元
社
、
昭
和
二
年

奥
山
玄
省
が
長
崎
に
留
学
し
て
い
た
こ
と
は
、
『
外
科
拾
要
」
に
あ
る
玄
省
の
序
文
に
も
し
る
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
室
『
近
代
文
学
研
究
叢
書
」
二
巻
、
二
六
三
’
二
九
九
頁
、
昭
和
女
子
大
学
光
葉
会
、
昭
和
四
四
年

今
井
宏
「
日
本
人
と
イ
ギ
リ
ス
ー
「
問
い
か
け
」
の
軌
跡
」
四
六
頁
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
四
年

『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
墓

昭
徳
院
殿
御
実
記
『
続
徳
川
実

手
塚
良
斎
、
前
掲
害
、
一
九
丁

手
塚
良
斎
、
前
掲
害
、
四
七
丁

昭
徳
院
殿
御
実
記
、
前
掲
害
、

渋
谷
光
雄
『
上
山
郷
土
史
』
二

渋
谷
光
雄
、
同
書
、
二
二
三
頁

今
井
宏
、
前
掲
害
、
四
八
頁

昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
室
、
前
掲
害
、
一
七
九
’
二
一
五
頁

古
賀
十
二
郎
「
長
崎
洋
学
史
』
上
巻
、
一
四
六
’
一
五
六
頁
、
長
崎
文
献
社
、
昭
和
四
一
年

昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
室
、
前
掲
書
、
二
○
一
頁

丁
－

0

今
井
宏

今
井
宏
、

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
来
日
に
あ
た
っ
て
奥
山
虎
炳
、
石
神
良
策
ほ
か
二
名
が
横
浜
ま
で
出
む
か
え
た
（
『
公
文
類
皇
明
治
六
年
、
巻
四
、
二
四
一

同
書
、
五
二
百 一

九
丁
オ

四
七
丁
ウ

、
八
四
三
頁

二
二
三
頁
、
昭
和
二
年
、
「
上
山
市
史
編
纂
資
料
」
一
二
巻
、
昭
和
三
○
年
に
収
載
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（
妬
）
「
袖
珍
官
員
録
」
明
治
六
年
、
須
原
屋
・
和
泉
屋
版
、
寺
岡
寿
一
編
『
明
治
初
期
の
官
員
録
・
職
員
録
」
二
巻
、
寺
岡
書
洞
、
昭
和
五
五
年

（
灯
）
戸
塚
文
海
に
つ
い
て
は
次
の
諸
論
を
参
照
し
た
。

（
ァ
）
土
屋
重
朗
「
静
岡
県
の
歴
史
と
医
家
伝
」
一
八
四
’
一
八
七
頁
、
戸
田
書
店
、
昭
和
四
八
年

（
別
）
「
医
学
校
職
員
」
一

（
犯
）
「
病
院
規
則
草
案
‐

（
調
）
「
職
員
録
」
明
治
一

（
別
）
「
東
京
帝
国
大
学
一

（
調
）
「
公
文
類
纂
」
明
払

（
調
）
壁
島
爲
造
『
海
軍

（
師
）
「
法
規
分
類
大
全
」

（
犯
）
陸
軍
軍
医
団
「
陸

（
胡
）
黒
沢
嘉
幸
「
山
下

（
柵
）
こ
れ
ま
で
の
記
述

（
蛆
）
鈴
木
要
吾
「
蘭
学

（
岨
）
神
谷
昭
典
『
日
本

（
媚
）
壁
島
爲
造
、
前
掲

（
“
）
『
公
文
類
纂
」
明
塑

（
妬
）
同
書
、
一
五
○
丁

（
妬
）
『
袖
珍
官
員
録
」
、

（
羽
）

ミ
、
■
Ｉ
ダ
ダ

（
馴
）

「
職
員
録
」
明
治
三
年
、
和
泉
屋
版
、
寺
岡
寿
一
、
前
掲
害

「
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
」
上
冊
、
三
九
○
頁
、
昭
和
七
年

「
公
文
類
纂
」
明
治
四
年
、
巻
一
二
、
一
二
六
丁

壁
島
爲
造
『
海
軍
衛
生
制
度
史
』
一
巻
、
八
八
頁
、
海
軍
軍
医
会
、
大
正
一
五
年

「
法
規
分
類
大
全
」
第
一
編
、
兵
制
門
四
、
陸
海
軍
官
制
四
、
陸
軍
四
、
一
頁
、
明
治
二
四
年

陸
軍
軍
医
団
「
陸
軍
衛
生
制
度
史
」
一
’
三
頁
、
大
正
二
年

黒
沢
嘉
幸
「
山
下
御
門
内
假
病
院
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
四
○
巻
二
八
一
’
二
九
二
頁
、
平
成
六
年

こ
れ
ま
で
の
記
述
は
、
壁
島
爲
造
「
海
軍
衛
生
制
度
史
』
に
よ
る
。

鈴
木
要
吾
「
蘭
学
全
盛
時
代
と
藺
陦
の
生
涯
」
一
七
五
頁
、
東
京
医
事
新
誌
局
、
昭
和
八
年

神
谷
昭
典
『
日
本
近
代
医
学
の
あ
け
ぼ
の
Ｉ
維
新
政
権
と
医
学
教
育
」
一
三
八
頁
、
医
療
図
書
出
版
社
、

て
い
る
。
マ
グ
ド
ナ
ル
ド
の
記

字
正
し
か
ら
ず
」
と
し
て
い
る

「
医
学
校
職
員
」
『
日
本
医
史
学

「
病
院
規
則
草
案
」
同
書
、
三
一

『
職
員
録
」
明
治
三
年
、
和
泉
富

「
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
」
Ｌ

「
公
文
類
纂
」
明
治
四
年
、
巻
一

古
賀
十
二
郎
、
前
掲
害
、
一
五
一
頁

マ
グ
ド
ナ
ル
ド
に
英
語
を
学
ん
だ
通
詞
は
文
献
（
羽
）
、
文
献
（
調
）
に
よ
れ
ば
一
四
名
で
、
一
三
名
は
両
文
献
と
も
共
通
の
氏
名
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。
マ
グ
ド
ナ
ル
ド
の
記
録
に
あ
る
冒
号
吋
凋
○
国
○
目
（
あ
る
い
は
国
○
『
屋
）
を
文
献
（
鋤
）
は
堀
一
郎
と
し
、
文
献
（
弧
）
は
「
不
明
、
綴

「
医
学
校
職
員
」
『
日
本
医
史
学
雑
斗

「
病
院
規
則
草
案
」
同
書
、
三
一
頁

前
掲
害
、
六
八
頁

明
治
四
年
、
巻
、

『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
昭
和
一
八
年
（
復
刻
版
）
二
三
頁

巻
四
、
一
五
三
丁
、
「
辛
未
」
は
明
治
四
年
で
あ
る
。

一
九
七
九
年
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一
年

（
媚
）
「
公
寺

（
蛸
）
「
海
向

（
卵
）
「
海
市

（
副
）
「
官
昌

（
兜
）
壁
島

（
認
）
「
講
捧

（
別
）
壁
島

（
閃
）
高
木

（
弱
）
東
京

（
訂
）
黒
沢

（
昭
）
明
治

奥
山
虎
章
に
つ
い
て
は
「
三
人
の
玄
良
と
一
人
の
虎
章
」
と
題
し
て
、
日
本
医
史
学
会
例
会
（
一
九
九
五
年
四
月
二
二
日
）
で
報
告
し
た
。

こ
の
抄
録
は
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
四
一
巻
三
号
四
三
六
’
四
三
七
頁
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
原
著
と
し
て
発
表
の
予
定
で
あ
る
。

（
副
）
明
治
二
年
の
増
訂
第
二
版
に
の
る
「
増
訂
医
語
類
聚
引
」
は
、
著
者
奥
山
虎
章
自
身
の
名
に
な
っ
て
い
る
。

（
弱
）
明
治
二
六
年
八
月
に
鹿
児
島
市
城
山
公
園
内
に
建
立
さ
れ
、
現
在
は
鹿
児
島
大
学
構
内
に
移
築
さ
れ
て
い
る
。

（
帥
）
奥
山
虎
章
は
奥
山
虎
炳
の
弟
に
あ
た
り
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
に
生
ま
れ
、
海
軍
大
軍
医
に
な
る
。
明
治
二
○
年
（
一
八
八
七
）
四
月
一

（
イ
）
戸
塚
芳
男
「
戸
塚
家
の
家
系
」
「
藺
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
」
二
一
三
号
、
一
’
一
○
頁
、
一
九
六
八
年

（
ウ
）
戸
塚
芳
男
「
戸
塚
家
の
人
々
Ｉ
文
海
・
静
甫
・
柳
渓
・
艮
斎
」
『
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
」
二
四
四
号
、
一
○
’
一
六
頁
、
一
九
七

「
官
員
録
」
明
治
九
年

壁
島
爲
造
、
前
掲
害
、

「
講
筵
筆
記
」
例
言

壁
島
爲
造
、
前
掲
害
、

高
木
兼
寛
修
了
証
書
、

東
京
医
家
雷
名
鏡
、
圭

黒
沢
嘉
幸
先
生
私
信

六
日
、
四
一
歳
で
死
亡
し
た
。

明
治
八
年
一
○
月
芝
白
金
の
海
軍
共
同
墓
地
に
、
海
軍
軍
医
部
に
関
係
を
も
つ
一
六
一
名
の
拠
金
に
よ
っ
て
墓
碑
一
基
と
灯
籠
五
基
が
建
立

「
公
文
類
纂
」
明
治
五
年
、
巻
一
、
三
一
六
丁

「
海
舟
日
記
」
「
勝
海
舟
全
集
』
一
九
巻
、
三
七
五
頁
、
勁
草
耆
房
、
一
九
七
三
年

「
海
舟
日
記
」
前
掲
害
、
四
一
三
頁
、
四
九
五
頁
、
四
九
七
頁
、
五
○
五
頁
、
五
○
六
頁

「
官
員
録
」
明
治
九
年
、
西
村
組
出
版
局
、
寺
岡
寿
一
編
「
明
治
初
年
の
官
員
録
・
職
員
録
」
三
巻
、
寺
岡
書
洞
、
昭
和
五
二
年

さ
れ
た
。

、
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
蔵

東
花
堂
、
明
治
一
八
年
、
順
天
堂
大
学
医
学
部
山
崎
文
庫
蔵

海
軍
病
院
官
版
、
島
村
屋
、
明
治
四
年

三
五
三
頁

二
八
頁

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
）

（29）347



”
苛
めDr.ToraakiraOkuyama,aHigherMedicalOfficeroftheJapanese

NavyinMeijiEra

bvYasuakiFUKASE

ToraakiraOkuyamawasborninNagasakiinl840.Hisfather,GenchuOkuyama,wastheDutch

learningdoctoroftheKaminoyamaclanandoneofthefoundersoftheOtamagaikeVaccinationCenter.

DuringTokugawaperiodT.Okuyama,whohadatitle"Gensei",wasappointedasmedicalofficerin

theinfantryregimentsinl863andthenwaspromotedtovice-director.

Hewasappointedasdoctorofthenationalhospital(Daibyoin,大病院)andthenasassistantprofessor

inthenewepochofMeijiwastransferredtobecomeanavalmedicalofficerin1871Hewasadvanced

toDai-ikan大医監,thehighestrankofmedicalofficerintheJapanesenavy.

Heworkedfortheestablishmentofnavalmedicalsystematizationandgavestudentseducationatthe

navalmedicalschool(Kaigun-Guni-Ryo-Gakusha海軍軍医寮学舎)withWilliamAndersonandEdwin

Wheeler.

Heresignedhispostinl876anddiedinl926,untilwhichtimehecontinuedthelifeofapractitioner.

（
一
的
）


